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京都国体

秋季大会まで

　34日

水の祭典華やかに開幕
９月４日～７日太陽が丘で

第43回国民体育大会

夏季大会水泳競技

４
日
間
の
熱
戦
を
展
開

　
九
月
四
日
、
太
陽
が
丘
で
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大

会
の
開
会
式
を
開
催
。
「
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
全
国
か
ら
千
七
百
人
余
の
選
手
が
水
泳
競
技

　
（
競
泳
、
飛
び
込
み
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
）
に

参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
池
本
市
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、

続
い
て
浩
宮
さ
ま
の
激
励
の
お
言
葉
の
後
、
選
手
宣
誓
。
四
日
間

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
選
手
も
迎
え
る
市
民
も
、
陽

焼
け
し
た
顔
。
白
い
歯
の
こ
ぼ
れ
る
ふ
れ
あ
い
と
感
動
の
夏
の
祭

典
と
な
り
ま
し
た
。
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▲開会式で力強く選手宣誓をする京都選手団の笠井里栄子さん（9月４日）

▲太陽が丘プールでは、連日水しぶきが（競泳）

Ｉ
大
空
を
背
景
に
こ
こ
が
シ
ャ
ン
プ
ー
番
丿
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飛
び
込
み
）

市
勢
要
覧
を
発
行

　
　
国
体
開
催
を
記
念
し
て

京滋バイパス完成

８月29日開通式

　
八
月
二
十
九
日
囲
、
京
滋
バ

イ
パ
ス
が
開
通
し
、
供
用
開
始

し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
午
前
十

時
に
大
津
市
南
郷
イ
ン
タ
ー
で

開
通
式
が
開
催
さ
れ
、
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　
京
氾
バ
イ
パ
ス
は
、
草
津
市

か
ら
久
御
山
町
の
国
道
１
号
ま

で
を
結
ぶ
、
総
延
長
二
十
七
♂
、

自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
は
、

瀬
田
東
イ
ン
タ
ー
か
ら
巨
椋
イ

ン
タ
ー
間
の
十
九
・
一
ヌ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に

開
通
し
た
巨
椋
イ
ン
タ
ー
か
ら

宇
治
東
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
京
脆

バ
イ
パ
ス
併
設
一
般
国
道
（
側

道
）
も
市
内
東
西
交
通
の
幹
線

と
な
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
開
通
に
よ
り
、
観
光
・

産
業
道
路
と
し
て
、
ま
か
ａ
Ｌ
線

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
新
し
い

道
路
の
果
た
す
役
割
に
期
待
が

か
け
β
れ
て
い
ま
す
。

▲南郷インターで開催された開通式

　
本
市
の
素
顔
を
カ
ラ
ー
写
真

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
た
新
し
い
「
宇

治
市
勢
要
覧
」
を
、
こ
の
ほ
ど

発
刊
。
Ａ
４
判
九
十
二
ペ
ー
ジ

で
、
宇
治
の
歴
史
と
文
化
を
読

み
物
と
し
て
楽
１
　
ゐ
る
ぷ
つ
に

構
成
し
、
市
政
ガ
イ
ド
で
は
本

市
の
躍
動
す
る
姿
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
京
都
国
体
に
全
国
か
ら
訪
れ

る
選
手
団
な
ど
に
配
布
す
る
ほ

か
、
希
望
者
に
一
冊
千
円
で
頒

布
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
直
接
市
役
所
広
報
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

笠取IC宇治東IC宇治西IC　至京都

市
内
イ
ン
タ
ー

案
内
略
図

｜
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宇治市特別番組

京都国体夏季大会特集

～今、新しい歴史が始まる～

9月11日（日）

午後9時から30分

京都テレビＵＨＦ34ｃｈ

本
日
放
映



1988年（昭和63年）９月11日発行（2)りよだと

ｉり老人等に対し, 次の用具を給付しています．

ヽレス、エア・パット．腰掛け便座．特殊尿器、

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
厚
生
省
の
発
表
で
は
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
七
五
・
六

一
歳
、
女
性
八
丁
三
九
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
高
齢
化
社
会
が
目
前
に
迫
っ

た
一
方
で
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
問
題
は
数
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
感
じ
、
安
心
し
て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と

し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
市
の
老
人
福
祉
制
度
の
中
か
ら
、
在
宅
老
人
制
度

の
利
用
者
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
老
後
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
デ
イ
ー
ケ
ア
事
業
〕

　
昼
間
だ
け

　
　
　
お
父
ち
ゃ
ん
を
預
か
っ
て

　
宇
治
妙
楽
の
Ｆ
’
－
ん
（
七
十
二

歳
）
は
、
寝
た
き
り
の
ご
主
人
（
八

十
歳
）
と
二
人
暮
ら
し
で
、
ご
主

人
の
お
世
話
は
す
べ
て
、
Ｆ
さ
ん

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｆ
さ
ん
自
４

も
高
齢
の
た
め
「
昼
間
だ
け
で
も

お
父
ち
ゃ
ん
を
預
か
っ
て
も
ら
い
、

出
来
れ
ぱ
人
浴
さ
せ
て
を
り
え
れ

ば
・
・
・
」
と
思
つ
て
お
ら
れ
た
と
こ

ろ
、
こ
の
制
度
を
知
り
、
現
在
は

月
二
回
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

併
せ
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｆ
さ
ん
は
「
当
日
は
施
設
か
ら

送
迎
し
て
も
ら
凡
る
の
で
、
そ
の

間
は
体
聚
休
め
た
り
、
買
物
な
ど

家
の
用
事
か
済
ま
せ
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
、
本
当
に
助
か
っ
て
い

康
ｙ
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た

〔
在
宅
老
人
短
期
保
護
事
業
〕

母
も
私
も

　
　
　
　
喜
ん
で
い
ま
す

　
琵
琶
台
の
Ｍ
さ
ん
は
今
年
四
月

石
川
県
へ
結
婚
式
に
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体
の

不
自
由
な
に
親
（
八
十
二
歳
）
一

人
を
残
し
て
は
行
け
ず
、
大
変
困

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
制
度
奎
利
用
さ
れ
、
お
ほ
さ

ん
は
三
日
間
、
老
人
ホ
ー
ム
で
生

活
さ
れ
ま
し
た
。

りにわたって寝たきりで、日常生活の相当部分に

特殊寝台を無償で貸与しています。

)寝たきり老人や重度の身体障害者・!£ (手帳交

丿有する施設に委託し、入浴サービスを実施。利

無料)です。

･冠婚葬祭、出産、事故等により、一時的に自宅

i老人ホーム及び養護老人ホームで短期間、高齢

- (利用者負担あり）。

y別養護老人ホームにおいて昼間お預かりして、

（利用者負担あり）。

ｉたは高齢者世帯で安否の確認・日常生活に対す

lが必要と認められる対象者に福祉電話を設置。

と通話料300円を助成します。

゛なく。日常の安否を確認する必要があると認め

1を配布しています。

t以上の老人に対し、通院または健康の回復を図

ヽます。　　　　。

　
Ｍ
さ
ん
は
「
今
ま
で
、
泊
ま
り

が
け
で
出
掛
け
る
こ
と
は
考
政
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
制
度

を
利
用
し
て
七
月
に
は
法
事
に
も

出
掛
け
ら
元
、
大
変
助
か
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
の
職
員
さ
ん
も
十
分

な
介
護
を
し
て
ぐ
だ
さ
り
、
最
初

不
安
だ
っ
た
母
も
私
も
喜
ん
で
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

t精神上または環境上の理由および経済的理由に

lな場合は、養護老人ホームに入所することが出

r体上または精神上著しい障害があるために常時

tけることが困難な場合は、特別養護老人ホーム

1安などの場として、憩いの部屋が公民館や集会

tに要する経費について、公共施設を利用の場合

合は１開催について1,000円（ただし、月額4,000

.、老人福祉に資することを目的とする老人クラ

〔
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
〕

　
苦
手
の
掃
除
を

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う

　
小
林
盛
治
さ
ん
は
、
も
ラ
す
ぐ

九
十
三
歳
。
耳
が
少
１
　
遠
い
ほ
か

は
い
叱
っ
て
お
元
気
で
、
笑
顔
の

怜
汽
な
い
さ
わ
や
か
な
お
じ
い
さ

ん
で
す
。
小
林
さ
ん
は
一
人
暮
ら

し
の
た
め
、
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
が
週
二
回
、
掃
除
・

買
物
な
ど
の
日
常
生
活
の
お
世
話

を
し
て
い
未
了
。

　
小
林
さ
ん
は
「
掃
除
が
苦
手
な

の
で
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
掃
除
し

て
も
ら
え
る
の
が
ラ
れ
し
い
」
と

話
し
て
お
Ｇ
れ
ま
す
。
長
寿
の
秘

け
っ
は
「
何
で
も
八
分
目
に
や
り
、

体
か
動
か
す
こ
と
。
今
も
朝
晩
ラ

ジ
オ
体
操
を
欠
か
京
ｙ
や
っ
て
い

ま
ま
」
と
体
操
の
実
演
も
し
て

い
た
崔
笙
し
た
。
小
林
さ
ん
、

い
っ
ま
で
も
お
元
気
で
。

〔
寝
た
き
り
老
人
等
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

　
お
風
呂
に
入
れ
て
　

よ
か
っ
た
ね

　
木
幡
の
猪
家
さ
ん
宅
に
は
、
八

土
ハ
歳
の
寝
た
き
り
の
お
ぱ
あ
さ

ん
が
お
β
堅
予
。
毎
日
の
お
世

話
は
、
猪
家
さ
ん
夫
婦
が
さ
れ
て

い
求
ふ
、
家
に
は
寝
た
き
り
老

人
の
入
浴
設
備
が
な
い
た
め
、
体

か
ふ
い
て
あ
げ
る
だ
け
で
、
湯
船

に
つ
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
も

全
く
の
お
手
占
号
し
た
。

　
こ
’
フ
し
た
中
で
、
こ
の
制
度
を

知
り
'
　
ｉ
ｒ
m
月
一
回
、
利
用
さ

れ
て
い
水
子
。

　
猪
家
さ
ん
は
「
明
る
い
部
屋
で

寝
か
せ
て
あ
げ
よ
シ
と
、
お
ば
あ

’
兄
は
二
階
庄
ま
い
な
の
で
移
動

が
大
変
で
す
が
、
送
迎
に
は
看
護

婦
さ
ん
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
一
緒

.て園芸を楽しみ、心身の健康を保持すると共に、

l場を無償でお貸しします。

　の拠点となる施設として老人福祉センターを設

、であればどなたでも利用出来ます。

j萬で障害認定を受けた人を対象。自己負担金は

合は１日400円です。

に
来
て
ぐ
だ
さ
る
の
で
、
本
当
に

安
心
で
す
。
お
ば
あ
さ
ん
な
〈
浴

の
日
を
毎
月
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

り一人暮らし・老人世帯・ねたきりの老人（所得

頂批額から老人保健の一部負抽喰相当額を控除

t度の障害を持つ人（所得制限あ'))･を対象に、

９月15日文化センターで

　
長
年
社
会
に
貢
献
吝
れ
て
き

た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
労
苦
を

ね
グ
り
い
、
敬
老
の
日
か
薬
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
ぷ
つ
、

敬
老
会
を
開
き
ま
す
。

　
整
各
は
、
九
月
十
五
日
、

午
前
十
時
か
ら
と
午
後
二
時
半

か
ら
の
二
回
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
参
加
は
、
は
が
き
に

よ
る
申
し
込
み
制
で
、
申
し
込

ま
れ
た
人
に
は
既
に
案
内
の
は

が
き
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
米
寿
記
念
品
贈
呈

専
用
バ
ス
時
刻
表

な
ど
の
式
典
の
後
、
演
芸
の
部

で
は
、
太
平
サ
ブ
ロ
ー
・
シ
ロ
ー

　
（
漫
才
）
、
京
山
福
太
郎
（
浪

曲
）
、
桂
作
駒
（
落
語
）
の
芸

能
シ
ョ
ー
忿
芦
兄
で
い
た
だ

今
手
一
。
ま
た
、
参
加
者
全
員

に
記
念
品
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
送
り
し
た
案
内
の
は

が
き
か
必
ず
ご
持
参
の
う
え
、

受
け
付
け
へ
お
渡
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
の
文
化
セ
ン
タ

ー
へ
は
、
次
の
各
停
留
所
か
ら

専
用
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。
お

近
ぐ
の
停
留
所
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
乗
車
の
際
は

必
ず
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

（
交
通
事
情
に
よ
り
多
少
遅
れ
る
場
合
が
あ

　
敬
老
祝
金

　
早
め
に
受
給
を

　
敬
老
祝
金
は
、
市
内
二
十
三

力
所
の
会
場
で
す
で
に
支
給
し

ま
し
た
。
ま
だ
受
給
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
十
一
月
三
十
日
ま

で
に
福
祉
事
務
所
福
祉
課
へ
お

越
に
で
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
給
の
際
に
は
既
に

お
送
り
し
て
い
る
敬
老
祝
金
支

給
案
内
の
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
必
ず
押
印
の

う
え
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
は
が

き
を
お
忘
れ
に
な
る
と
、
敬
老

祝
金
か
受
給
出
来
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

▲なごやかな敬老会場（62年９月15日）

停留所 午前 午後

中　住　宅 8:30 13: 15

御　蔵　山，8:31 13: 16

西　住　宅 8:32 13: 17

幼稚園前 8:33 13: 18

御　　　園 8:34 13: 19

町　　　並 8:36 13:21

御蔵山参道 8:37 13: 22

木　　　幡 8:38 13: 23

木幡山手町 8:39 13: 24

南　木　幡 8:40 13: 25

病　院　前 8:41 13: 26

黄　　　槃 8:42 13: 27

平　野　町
(重永医院前）

8:43 13: 28

菟道高校 8:45 13: 31

隼　上　り 8:49 13: 34

森　　　本 8:50 13:35

三　室　戸 8:51 13: 36
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ト
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
の
楽
し
い
語
ら
い
の
ひ
と
と
き
に
笑
顔
が
絶
え
な
い
小
林
盛
治
さ
ん

容

1常生活に支障があるおおむね65歳以上の老人に

1活のお世話をします（利用者負担あり）。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
老
後
を
目
指
し
て

敬老特集

敬老会で楽しい1

日を

東
宇
治
方

面

ご利用＜

ださい老

人福祉の

諸制度
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ご利用＜ださい老人福祉の諸制度

種別 事　　　業 内

①

寝
た

き
り

老
人

一
人

暮
ら

し
老

人

痴
呆

性’
老
人

対
策

家庭奉仕員

派　遺　事　業

　身体または精神上の障害により, E

対して、家庭奉仕輿を派遣し、日常d

日常生活用具

給　付　事　業

　おおむね65歳以上で低所得の寝たき

特殊寝台、浴槽と湯沸かし器、マッ｝

火災警報器、自動消火器、入浴担架。

在宅寝たきり老人

特殊寝台貸与事業

　身体に機能障害があって、相当長其

介助を要する65歳以上の老人に対し、

在宅寝たきり老人等

入浴サービス事業

　おおむね65iS.以上で. 6ヵ月以上ぴ

付1 ■2級）に対し、特殊入浴設備!

用回数は, 1人について月２回以内（

在　宅　老　人

短期保護事業

　介護をしている人が病気になっfz'.

で介護出来なくなった場合、特別曼丿

者の方をおmかりしてお世話をしま１

特別養護老人ホーム

デイ・ケア事業

　在宅のねfzきり老人や虚弱老人をｔ

給食等の各睡サービスを提供します

老人福祉電話

設　置　事　業

　65歳以上の低所得の１人ｇらし, i

る助言や相談、その他電話による訪n

電話料として毎月、基本料金1,600円

乳酸菌飲料配布事業
　常時ひとり藤らしで近くに身寄･以

られる7o歳以上の老人に、乳駿菌飲李

老人用車いす

貸　与　事　業

　病弱等により自力歩行が困難な65ぷ

るために、車いず(無料)を貰与してゝ

老人福祉施設

保　護　事　業

　65歳以上の老人が、身体上らしくI;

より、居宅で養,.蚤を受けることが困ｔ

来ます。また, 65歳以上の老人が, I

介護を必要とし、更に居宅で介護を１

に入所することが出来ます。

②
生

き

が

い

対

策

老人憩いの部屋

運　営　事　業

　地域で老人の集会、クラブ活動やv

所等に設置された場合、その管理運I

は月頷2,000円、民間施設を利用の場

円を限度とする）を補助しています。

老人クラブ

助　成　事　業

　老後の生活を健全で豊かなものにL･

ブに対して、補助金を交付していまｊ

老人園芸広場事業
　6o,a以上のお年寄りが趣味を生かし

社会との交流を図ることを目的に園i

老人福祉センター

(n酋0 1 8 7）

　高齢者の皆さんの゛生きがい活動’

置しています。おおむね6o巌以上の７

③
老
人
医

療

制
度

老人保健法による

医　療　給　付

　70歳以上の人または65歳以上70歳^

外来の場合はｌ力月800円、入院の場

老人医療給付制度

　65 歳以上70歳未満て句非課税世帯（2

制限あり）を対象に、医療保険の自l

した額を給付します。

重度心身障害老人

健康管理事業

　65歳以上の老人保健法の対象むで4

老人保健の一部負批金相当額を給付じ

問い合わせ：①・②は福祉課、③は社会課へ（
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４
長
生
き
で
あ
り
が
た
い
こ
と
と
堀
田
さ
と
さ
ん

市
長
が
敬
老
訪
問

卜
散
歩
が
楽
し
み
と
東
田
治
さ
ん

　
池
太
市
長
は
、
敬
老
の
日
を

前
に
ひ
と
足
早
く
八
月
二
十
二

日
、
最
高
齢
者
の
堀
田
さ
と
さ

ん
（
九
十
九
歳
・
宇
治
明
星
園
）

と
第
二
の
高
齢
者
の
東
田
治
さ

ん
（
九
十
八
歳
・
宇
治
蛇
塚
）

を
訪
問
。
記
念
品
を
贈
り
長
寿

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
二
度
目
の
訪
問
夕
受

元気で長生きを

け
た
堀
田
さ
ん
は
、
「
も
ラ
几

十
九
歳
に
な
り
ま
し
た
か
。
来

年
は
百
歳
。
長
ま
き
出
来
て
、

あ
肛
が
た
い
こ
と
で
す
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
東
田
さ
ん
も
昨
年
に
続
い
て

二
度
目
の
訪
問
で
、
「
お
元
気

で
何
よ
り
で
し
た
」
と
の
市
長

の
こ
と
ば
に
、
「
元
気
で
居
ら
れ

て
ラ
れ
し
い
で
す
。
今
で
も
一

人
で
散
歩
す
る
こ
と
が
楽
し
み

で
す
」
と
は
っ
き
り
し
た
口
調

で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
外
、
左
記
の
九
十
五
歳

以
上
の
人
に
も
記
念
品
を
お
贈

り
し
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

　
一
数
田
ア
サ
ヘ
（
九
十
七
歳
・

人
久
保
町
北
ノ
山
）
、
植
村
四
…
汀
一

（
九
十
七
歳
・
五
ケ
圧
芝
ノ
東
）
、

小
西
力
蔵
（
九
十
七
歳
・
羽
拍

子
町
）
、
木
守
ヤ
ヱ
（
九
十
七
歳
・

大
久
保
町
大
竹
）
、
菅
井
キ
ク
（

九
十
六
歳
・
広
野
町
小
根
尾
）
、

平
野
ト
ミ
（
九
十
六
歳
・
神
明

宮
北
）
、
河
村
志
恵
（
九
十
六

歳
・
六
地
蔵
札
ノ
辻
町
）
、
高

原
美
忠
（
九
十
六
歳
・
小
倉
町

西
畑
）
、
國
友
み
さ
ゑ
（
九
土
ハ

歳
・
宇
治
蔭
山
）
、
益
田
み
き
（

九
土
ハ
歳
・
伊
勢
田
町
中
ノ
荒
）
、

吉
田
夕
子
（
九
十
六
歳
・
小
倉

町
寺
内
）
、
佐
藤
清
太
郎
（
九
十

六
歳
・
小
介
町
山
際
）
、
長
洋
光

太
郎
（
九
十
六
歳
・
伊
勢
田
町

大
谷
）
、
山
中
藤
太
郎
（
九
十
五

歳
・
木
幡
陣
ノ
内
）
、
安
田
フ
サ

　
（
九
十
五
歳
・
宇
治
明
星
園
）
、

武
田
キ
ヨ
（
九
十
五
歳
・
・
桃
花

苑
）
、
上
田
勝
三
郎
（
九
十
五
歳
・

五
ケ
庄
一
里
塚
）
、
塩
見
仲
蔵
（

九
十
五
歳
・
菟
道
車
田
）
、
猪
瀬

き
ね
（
九
十
五
歳
・
白
川
山
木
）
、

小
幡
与
作
（
九
十
五
歳
・
小
倉

町
山
際
）
。

　
今
年
、
め
で
た
ぐ
八
十
八
歳

の
米
寿
か
迎
え
ら
元
る
の
は
、

昨
年
の
百
二
十
七
人
か
王
回
る

次
の
百
四
十
七
人
の
皆
さ
ん
。

敬
老
会
の
会
場
で
赤
必
夕
一
ん

を
お
贈
り
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

（
六
地
蔵
）

柴
田
　
五
郎
、
早
藤
末
松

（
木
幡
）

赤
田
み
ゑ
、
猪
家
し
づ
、

岩
谷
ア
サ
、
大
石
乃
ぶ
、

大
平
　
ソ
ノ
、
岡
本
千
代
野
、

奥
村
ナ
ツ
、
河
合
リ
ン
、

萱
場
み
つ
子
、
大
崎
秀
次
郎
、

木
村
康
一
、
久
世
そ
と
い
、

小
滝
慶
太
郎
、
鈴
鹿
蔵
、

種
子
田
祠
賞
、
多
田
き
よ
、

心蓉粟

討淳

ゝ　Ｓ　ゝ
橋
詰
　
閥
輝
、

守
屋
茂
、

吉
田
ト
メ
ノ

（
五
ケ
庄
）

大
和
田
ち
よ
、
奥
田
す
て
、

奥
田
留
次
郎
、
奥
田
治
之
、

小
西
み
つ
、
竹
村
り
ん
、

西
川
増
枝
、
松
元
正
、

宮
地
鈴
、
矢
野
ヌ
イ
、

山
中
定
男

（
i
m
）

梅
林
ノ
ブ
ヱ
、
金
田
清
一
、

小
森
平
占
、
阪
口
治
枝
、

浦
杉
は
る
、
溝
端
ヤ
ス
、

羽
根
田
三
之
助
、
原
田
佐
吉

（
明
星
町
）

赤
石
里
久
、
倉
原
シ
ツ
エ
、

遠
坂
千
枝
子
、
松
村
ス
マ
、

和
田
幸
次

《
宇
治
）

松西田須加植岩安

浦村口知藤村口堂

一
雄
、
板
倉
志
な
、

　
覚
、
岩
橋
そ
で
、

恒
治
、
大
西
つ
ち
、

ヱ
イ
、
北
小
路
功
光
、

常耕ハひ

次次ルで

ゝ　ゝ　ゝ　ゝ

米寿を祝い赤ざぶとん
杉
本
ム
メ
、

西
川
光
栄
、

本
田
ハ
ル
ノ
、

松
本
　
ハ
ナ
、昨年を上回る147人に

森
　
ト
ク
、
山
香
ヒ
デ
、

山
代
松
枝
、
山
本
竺
郎

（
炭
山
）

佐
々
木
萬
次
郎

（
志
津
川
）

水
谷
キ
ヨ
ノ

《
白
川
）

桂
重
太
郎

（
折
居
台
）

江
畑
い
ち
、
歳
森
光
、

山
瀬
耕
七

　
（
神
明
）

今
川
庄
太
郎
、
北
村
　
コ
ト
、

芝
田
忠
四
郎

　
（
羽
拍
子
町
）

江
峙
千
之
吉
、
深
田
　
い
そ
、

中
井
シ
カ

　
（
南
陵
町
）

佐
々
木
花
子
、
末
一
房
又
治
郎

　
（
棋
島
町
）

岡
本
ぎ
ん
、
小
坂
か
ね
、

田
中
サ
キ
、
辻
　
留
吉
、

西
村
杢
『
花
阪
ム
メ
ノ
、

三
村
小
ハ
ル

　
（
小
倉
町
）

池
本
シ
ヅ
ヱ
、
池
本
ナ
ラ
ギ
ク
、

小
倉
菊
子
、
小
倉
信
夫
、

大
嶋
ハ
ツ
コ
、
岡
本
忠
蔵
、

加
藤
作
、
久
保
田
ウ
ノ
、

黒
川
直
治
郎
、
志
村
　
田
鶴
、

高
井
す
て
、
高
木
湾
太
郎
、

長
屋
フ
ミ
、
野
田
仲
子
、

野
呂
英
二
、
原
田
治
助
、

平
井
ミ
ツ
、
藤
森
ト
ラ
ヲ
、

船
越
央
良
、
松
井
利
一
郎
、

松
岡
キ
ク
、
三
輪
田
太
一
郎
、

宮
本
ま
き
、
山
本
す
み
、

山
本
宗
次
郎
、
吉
村
芳
太
郎

　
｛
伊
勢
田
町
｝

岡
崎
ヨ
ミ
ヱ
、
坂
入
力
ヤ
ノ
、

中
西
政
一
、
能
勢
太
郎
、

波
川
芳
子
、
村
上
又
゛
一

（
開
町
）

木
村
　
コ
イ
ト
、
木
村
千
代
、

岸
田
雄
次
、
山
田
ひ
で
子

（
広
野
町
》

安
達
ナ
ヲ
、
池
内
大
伊
心
‥
、

小
原
久
子
、
大
谷
千
代
、

加
藤
八
重
、
栗
本
　
ハ
ツ
、

小
亀
忠
汽
佐
々
木
お
庄
、

鈴
木
み
ち
、
住
友
ミ
ス
コ
、

水
田
き
く
、
森
　
ム
子
ヱ
、

矢
野
八
重
、
和
田
信
三
郎
、

鷲
田
ほ
か

　
（
大
久
保
町
》

寫
ｍ貴山

本

清
太
郎
、
北
野
刃
一
松
、

大
乙
、
中
西
政
一
、

太
堅
‥
、
藤
原
柴
治
、

夕
子
ヨ

▲赤ざぶとんをプレゼント

　(B2年９月15日、文化センターで)

志律川方面

停留所 午前 り

日産車体 8:30 13

緑ヶ原口 8:31 13

近鉄大久保 8:33 13

国道大久保 8:34 13

J R新田(中西石油前) 8:35 13

城南高校 8:37 13

神　　　明 8 :38 13

城　南　荘 8:39 13

西　　　町 8:40 13

停留所 午前 午後

宇治車庫 9:00 13: 30

京阪宇治 9:01 13: 31

宇治橋西詰
(都計道路)

9:03 13: 33

J R宇治駅 9:04 13: 34

総合庁舎 9:05 13: 35

宇治市役所 9:05 13: 36

停留所 午前 午後

志　津　川
(竹下酒店前) 9:00 13: 30

白　　　川
(茶研前)

9:05 13: 35

停留所 午前

称名寺下 8:30

笠取小前 8:35

停留所 午前 午後

目　　　川 8:40 13: 10

大　河　原

(京阪宇治交通)
8:42 13: 12

横島小学校 8 :44 13: 14

棋　　　島 8:46 13: 16

中　研　前 8:47 13: 17

宇治橋西詰　（県通り） 8:49 13: 19

県　神　社 8:50 13: 20

停留所 午前 午後

三　軒　家
(京阪バス停) 8:50 13: 10

停留所 午前 午後

浮　　　面 8:30 13: 10

名木北口 8:31 13: 11

伊　勢　田 8:32 13: 12

北山住宅 8:33 13: 13

小倉住宅 8:35 13: 15

近鉄小倉 8:37 13: 17

小　　　倉 8:38 13: 18

蔭　　　山 8:39 13: 19

宇治郵便局 8:40 13: 20

ユニチカ 8:41 13: 21

停留所 午前 午後

名　　　木 8 :30 13: 20

緑　ヶ　原 8:32 13: 22

国道伊勢田(京阪バス停) 8:39 13: 29

※停留所は一部を除き

　京阪宇治交通のバス

　停と同じです。
●　　　　　　　　　　　　　　●
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三軒家方面

名木方面

浮面方面

目川方面

宇治方面

笠取方面

大久保方面
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公職選挙法

寄付を厳しく規制

⑤
ホ

　
公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
に
立

候
補
し
よ
シ
と
し
て
い
る
人
は
、

選
挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付
を

す
る
こ
と
か
蚕
面
的
に
禁
止
し
て

い
ま
ず
。
選
挙
区
内
の
人
も
、
立

候
補
を
し
ぷ
？
と
し
て
い
る
人
に

寄
付
を
求
め
る
こ
と
公
一
正
し
て

い
毒
了
。
こ
れ
は
、
選
挙
に
立
候

補
ト
よ
シ
と
す
る
人
は
、
常
に
身

辺
を
清
潔
に
し
、
お
金
の
か
か
ら

な
い
選
挙
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
同
法
信
、
任
期
満
了
の

九
十
日
前
に
当
た
る
日
か
ら
、
後

援
団
体
に
関
す
る
寄
付
の
行
為
に

も
、
次
の
ぶ
つ
に
厳
１
　
で
規
制
を

し
て
い
未
了
。
今
年
は
、
市
長
選

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
最
近
消
費
生
活
相
談
室
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
相
談
に
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
①
背
広
の
紛
失
：
絹
り
証
を

も
ら
石
な
か
っ
た
た
め
、
ロ
に
石

ら
の
過
失
か
判
断
が
困
難
②

白
の
ス
カ
ー
ト
の
し
み
・
：
始
め

か
臼
付
谷
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
Ｌ
み
以
外
に
、
す
そ
の
方
が

薄
汚
れ
て
い
る
。
原
囚
は
不
明

だ
が
、
再
度
し
み
抜
章
ｙ
れ
ば

き
れ
い
に
な
り
そ
う
な
の
で
業

者
と
話
し
合
い
中
③
】
カ
ッ
タ

ー
シ
ャ
ツ
の
破
れ
・
：
原
因
究
明

中
④
女
物
ス
ー
ツ
の
変
色
＝
・

生
成
り
の
ス
ー
ツ
牽
上
下
同
時

に
出
し
た
が
、
上
着
が
日
っ
ぽ

く
な
っ
た
た
め
苫
情
を
申
し
入

挙
の
年
。
九
月
十
九
日
か
ら
は
、

こ
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

車
ゐ
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

①
後
援
団
体
は
、
選
挙
区
内
の
人

　
に
寄
付
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

②
何
人
も
、
後
援
団
体
の
行
事
に

　
参
加
し
て
い
る
選
挙
区
内
の
人

　
に
対
し
、
供
応
接
待
を
し
た
り
、

　
記
念
品
な
ど
の
物
品
を
提
供
し

　
て
は
な
ら
な
い
。

③
候
補
者
な
ど
は
、
自
己
の
後
援

　
団
体
に
対
し
て
寄
付
を
し
て
は

　
な
ら
な
い
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力
で
、

違
反
の
な
い
明
る
い
選
挙
を
実
現

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

お
知
ら
せ

　
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
参
加
団
体
を
募
集

　
十
一
月
二
土
八
日
旧
、
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
で
「
第
九
回
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
き
毒
ｙ
。

た
だ
い
ま
参
加
団
体
m
集
中
で

す
。が

黄
ば
ん
で
い
る
。
原
因
究
明

中
⑦
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
変
型
い
・
。

ニ
ッ
ト
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
丈
が
短

く
な
り
、
肩
が
つ
れ
て
し
ま
っ

た
。
苦
情
を
申
し
入
れ
た
と
こ

ろ
、
業
者
は
表
示
通
り
に
し
た

と
言
う
。
原
因
究
明
中
。

　
こ
の
七
例
の
中
に
は
消
費
者

管
理
番
号
標
を
取
り
付
け

市
街
灯
に

　
こ
の
程
、
市
が
管
理
し
て
い

る
市
道
上
の
街
灯
に
管
理
番
号

標
を
取
ひ
付
け
ま
し
た
（
下
の

写
真
参
照
）
。

　
今
後
、
球
切
れ
な
芦
缶
灯
の

修
理
が
必
要
な
場
合
は
、
こ
の

　
人
形
劇
、
影
絵
、
紙
芝
居
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
歌
な
ど
、

児
童
文
化
の
向
上
を
目
指
し
て
活

動
す
る
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル

ー
プ
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
匁
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
、
相

互
の
交
流
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

中
央
公
民
館
（
ａ
⑩
1
4
1
1
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
第
2
2
回
市
民
総
体

　
軟
式
テ
ニ
ス
一
般
の
部

　
▼
と
き
・
・
一
一
…
一
月
９
日
㈲
、
午
前

９
時
▼
と
こ
ろ
…
東
山
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
▼
対
零
：
高
校
生
以
上

　
ト
ラ
ブ
ル
を

　
　
　
防
ぐ
た
め
に

▽
預
け
る
前
に

　
型
く
ず
れ
し
や
す
い
物
、
縮

み
や
す
い
物
は
、
型
紙
を
と
る
、

採
寸
す
る
な
ど
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
取
り
扱
い
絵
表
示

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
き
は

　
「
で
き
ま
す
か
」
の
ひ
と
こ
と
を
！

れ
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
ス
カ
ー

ト
が
上
着
よ
り
白
く
な
っ
た
。

原
因
究
明
中
⑤
ジ
ャ
ケ
″
ト

の
紛
失
…
預
り
証
が
あ
る
の
で

業
者
に
申
し
出
て
捜
し
て
も
ら

っ
て
い
る
が
、
対
応
が
悪
く
長

引
い
て
い
る
⑥
女
物
ス
ー
ツ

の
変
色
・
：
白
の
ス
ー
ツ
の
上
着

が
注
草
す
れ
ば
防
げ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
業
者
の
ミ
ス
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
も
気

に
な
り
ま
す
が
、
大
切
な
衣
類

は
確
か
な
技
術
と
信
用
が
あ
り
、

近
所
で
評
判
の
良
い
覧
金
び

ま
し
ょ
う
。

を
見
て
、
で
命
石
座
ら
自
分

で
洗
濯
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
預
け
る
時
は

　
必
ず
正
確
に
記
入
さ
れ
た
預

り
証
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
外

務
員
（
自
宅
に
来
て
も
ら
っ
て

い
る
）
の
場
合
は
、
店
名
・
所

在
地
・
係
員
名
な
ど
石
確
か
め

管
理
番
号
を
お
知
ら
i
f
e
V
だ
さ

い
。
　
連
絡
先
は
、
道
路
課
維
持
係

（
き
⑩
3
1
4
1
内
線
３
７
７
）

で
す
。
　
　
　
　
（
道
路
課
）

の
男
女
▼
參
加
費
上
チ
’
‐
‐
ム
六

百
円
▼
申
し
込
み
…
９
月
3
0
日
吻

ま
で
に
的
場
一
さ
ん
（
広
野
町
中

島
1
3
・
豊
⑩
1
2
8
6
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
国
民
年
金
の

　
　
　
高
齢
任
意
加
入

　
国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
、
六

十
歳
到
達
月
の
前
月
ま
で
で
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
は
、
必
要
な
月
数

（
生
年
月
日
で
異
な
り
ま
す
）
を
満

た
し
た
時
、
六
十
五
歳
か
ら
満
額

で
六
十
二
万
七
千
二
百
円
（
六
十

三
年
度
価
格
）
が
支
給
さ
れ
毒
了
。

　
六
十
歳
に
な
っ
て
資
格
期
間
を

満
た
し
て
い
な
い
人
で
も
後
少
し

ま
し
ょ
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
●
Ｓ
●
一

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
蜃
蒙
キ
か
」

と
確
認
し
、
特
に
気
を
つ
け

て
欲
し
い
こ
と
や
、
し
み
・
汚

れ
の
種
類
な
ど
を
説
明
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
上
下
揃

い
の
ス
ー
ツ
や
共
布
の
ベ
ル
ト

な
ど
は
一
緒
に
出
し
ま
し
ょ
之

Ｖ
受
け
取
る
時
は

　
グ
リ
ー
・
ニ
ン
グ
が
済
ん
だ
品

物
は
で
き
る
だ
け
そ
の
場
で
汚

の
加
入
期
間
が
あ
れ
ば
満
た
せ
る

人
や
、
加
入
期
間
中
に
保
険
料
未

納
期
間
が
あ
っ
て
老
齢
基
礎
年
金

が
満
額
に
な
ら
な
い
人
な
ど
は
、

六
十
歳
以
降
も
加
入
（
高
齢
任
意

加
入
）
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
詳
１
　
て
は
、
保
険
年
金
課
（
国

民
年
金
係
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
戦
後
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
で

　
強
制
抑
留
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
国
で
は
、
戦
後
、
ソ
連
か
モ
ン

ゴ
ル
で
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に
帰

還
し
た
人
や
そ
の
遺
族
に
、
慰
労

品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
更
に
、

年
金
・
恩
給
な
芸
誕
霜
し
て
い

れ
落
ち
。
損
傷
、
付
属
品
な
ど

の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
保
管
は

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
輸
送
用
で
す
。

洗
濯
物
が
十
分
乾
燥
し
て
い
な

い
場
合
、
ひ
れ
て
カ
ビ
に
な
っ

た
り
変
色
し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
模
様
が
中
の
衣
類
に
付
着
ず

。
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
は
は
ず
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

１
一
　
　
　
　
　
゛
　
’
゛

　
た
９
　

▲市が管理する街灯には、必ず黄色

　の管理番号標が付いています

な
い
人
に
は
、
慰
労
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
福
祉

事
務
所
襲
諌
で
請
求
書
類
か
受

け
取
り
、
必
要
書
類
か
添
え
て
、

〒
1
1
2
東
京
都
文
京
区
大
塚
５
１
３

１
１
３
・
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
２
課
へ
直
接
送
付
を
。
請

求
期
限
は
、
昭
和
六
十
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
。
詳
し
ぐ
は
、
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
豊
０
３

囮
4
7
0
3
）
へ
’
　
（
社
会
課
）

　
テ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
・
問
い
ふ
Ｂ
せ
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
］
（
き
⑩
５
６
５

０
、
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス
豊
⑩
0
8

5
7
）
へ
。
い
ず
れ
も
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
毒
司
・

〈
ろ
う
あ
者
の
た
め
の
手
話
教
室
〉

　
▼
と
き
…
９
月
1
3
日
脚
か
ら
第

２
・
４
火
曜
日
（
全
６
回
、
た

だ
し
1
0
月
‥
Ｈ
日
は
除
く
）
、
午
後

７
時
半
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
聴
覚
言
語

障
害
者
▼
定
員
・
：
1
5
人
▼
内
容
・
：

新
し
い
手
話
▼
指
導
・
・
穴
戸
通
泰

さ
ん
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
。

（
ち
ぎ
り
絵
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
8
日
面
、
午
後

１
時
半
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
肢
体
障
害

者
▼
定
員
…
1
5
人
▼
内
容
・
・
・
静
物

▼
指
導
・
：
小
川
貞
子
さ
ん
▼
費
用

・
・
八
百
円
▼
持
参
品
・
：
タ
オ
ル
、

『
今
回
は
、
学
校
・
園
、
職
場

に
お
け
る
市
民
運
動
の
展
開
に

つ
い
て
お
話
し
し
毒
了
。

○
学
校
・
園
に
お
け
る
運
動
の

　
展
開

　
市
民
運
動
に
お
い
て
は
、
学

校
・
園
が
、
実
践
活
動
の
基
礎

づ
く
り
を
通
め
る
重
要
な
役
割

を
持
っ
て
い
る
と
言
え
康
ｙ
。

　
明
日
を
担
之
古
に
石
た
ち
が

郷
土
か
工
く
知
り
、
親
切
心
を

持
ち
、
体
力
づ
く
り
に
励
む
こ

と
は
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
で

す
。
ま
た
、
地
域
と
の
協
調
を

図
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
花
作

り
、
清
掃
な
ど
の
実
践
面
で
の

運
動
も
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

は
さ
み
。

〈
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
〉

　
要
約
筆
記
は
、
話
の
内
容
か
商

単
な
文
章
に
し
て
難
聴
な
ど
の
人

に
理
解
し
て
も
ら
ラ
も
の
で
す
。

難
聴
の
人
も
ご
参
加
穴

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
1
日
俐
、
2
8
日

團
、
午
後
１
時
半
～
４
時
半
▼
と

こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館
▼
参
加
費

・
・
・
無
料
▼
定
員
・
：
3
0
人
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
神
経
難
病
個
別
相
談

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
9
日
側
、
午
前

1
0
時
１
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
保
健
所
▼
対
象
・
内
容
・
：
神
経

難
病
者
や
そ
の
家
族
と
医
師
と
の

個
別
相
談
▼
申
し
込
み
…
９
月
1
6

日
ま
で
に
宇
治
保
健
所
（
容
a
2

1
9
1
）
へ
。
　
（
宇
治
保
健
所
）

庖
職
場
に
お
け
る
運
動
の
展
開

　
職
場
で
の
市
民
運
動
は
、
他

に
波
及
す
る
効
果
が
大
字
ｙ
、

ま
た
共
通
の
生
活
時
間
か
痔
っ

て
い
る
た
め
、
組
織
的
に
活
動

みんなが主役の

　　　運動を

で
き
る
利
点
か
痔
っ
て
い
ま
ず
。

　
職
場
に
は
既
に
各
種
の
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
活
発
な
活
動
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
一

層
推
進
さ
せ
る
と
共
に
、
運
動

の
実
践
に
応
じ
た
花
い
っ
ぱ
い

緑
い
っ
ぱ
い
迎
動
、
小
故
防
止

な
ど
の
活
動
組
織
が
自
主
的
に

生
ま
れ
て
く
る
ふ
っ
に
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
職

場
サ
ー
ク
ル
を
通
じ
て
市
民
運

動
か
推
進
さ
れ
ま
す
。

　
１
　
一
人
ひ
と
り
が
主
役

　
各
領
域
別
に
市
民
運
動
の
展

開
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
き
ま

し
た
が
、
組
繊
や
計
画
が
充
実

し
て
い
て
も
、
一
人
ひ
と
り
の

着
実
な
実
践
が
な
け
れ
ば
効
果

を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
連
動
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
主
役
と
な
っ
た
自
発
的
な

実
践
が
基
本
と
な
る
の
で
す
。

宇
治
市
戦
没
者
追
悼
式

参
列
者
の
申
し
込
み

　
　
　
　
　
受
け
付
け

　
戦
没
者
の
哀
爵
劣
、
恒
久

平
和
夕
祈
念
し
て
、
宇
治
市
戦

没
者
追
悼
式
（
無
宗
教
）
を
行
い

ま
す
。
参
列
を
ご
希
望
で
、
遺

族
会
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、

は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
遺
族
会
会
員
は
、
同
会
を
通

じ
て
の
一
括
申
し
込
み
に
な
り

ま
す
）
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
8
日
廊
、
午

申し込みはがきの書式

～9月20日まで～

前
1
0
時
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
▼
対
鰍
・
・
戦
没
者
の

妻
・
父
ほ
・
子
・
兄
弟
姉
妹
・
３
親

等
内
の
祭
祀
者
の
内
人
▼
申

し
込
み
・
・
・
書
式
に
従
い
、
は
が

き
に
必
要
事
項
を
記
入
（
左
図
）

し
、
９
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
福
祉

事
務
所
社
会
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵

琶
3
3
）
へ
。
　
　
（
社
会
課
）

追悼式参列申し込み

参列者の住所

　氏　　名

　生年月日

　電話番号

戦没者の氏名

　　　　続柄

　〈利用する交通機関〉

※市が運行するバス、自

家用車、その他のいずれ

かを記入してください。

900

宇治市街

灯06-

0502

0　でん

わ22-

3141

みんなの市民運動

交
通
災
害
・
火
災
共
済
　

予
約
受
付
中

詳
細
は
交
通
労
政
課
電
話

2
2
3
1
4
1
へ
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